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で
い
ま
し
た
。
当
時
の
福
嶋
市
長

は
、
市
で
二
億
円
の
市
民
債
を
発
行

し
て
沼
を
買
い
取
る
こ
と
を
決
意

し
、
市
民
の
参
加
意
識
を
高
揚
す
る

た
め
に
、
あ
え
て
利
率
を
国
債
よ
り

低
く
設
定
し
ま
し
た
。
証
券
会
社

は
、
こ
れ
で
は
売
れ
な
い
と
言
っ
て

引
き
受
け
を
断
り
ま
し
た
が
、
結
局

は
、
二
億
円
に
対
し
て
十
億
三
千
万

円
も
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
当
選

者
を
決
め
る
程
の
人
気
で
し
た
。
市

民
債
発
行
を
通
し
て
、
自
然
保
護
に

対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
が
図
れ

た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
行
政
へ
の
市
民
参

加
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
対
象
に
発
行

す
る
の
か
、
利
率
を
い
く
ら
に
設
定

す
る
の
、
が
と
て
も
重
要
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
当
局
の
説
明
に
よ
る
と
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
を
対
象

に
し
た
の
は
、
「
他
に
適
当
な
事
業

が
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
利
率
も
国
債
よ
り
高
く
設
定

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
で

は
、
単
に
金
集
め
だ
け
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

米
子
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

      

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
案
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

費
の
一
部
と
し
て
、
五
億
円
の
「
住

民
参
画
型
市
場
公
募
債
」
を
発
行
す

る
為
の
手
数
料
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

自
治
体
が
事
業
を
行
う
場
合
、
金

融
機
関
等
か
ら
資
金
を
借
り
て
い

ま
す
が
、
最
近
、
「
住
民
参
画
型
市

場
公
募
債
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
販

売
地
域
を
限
定
し
、
そ
の
使
い
道
を

明
ら
か
に
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
資

金
調
達
を
行
う
と
こ
ろ
が
、
大
き
な

特
徴
で
す
。
対
象
事
業
、
発
行
額
、

償
還
期
間
、
利
率
等
の
発
行
条
件
を

自
治
体
が
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

が
、
満
期
一
括
償
還
が
原
則
で
す
。

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
資
金
調
達

方
法
の
多
様
化
が
図
れ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
発
行
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
住
民
の
行
政
へ
の

参
加
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
良

い
例
が
、
我
孫
子
市
の
「
オ
オ
バ
ン

あ
び
こ
市
民
債
」
で
す
。 

我
孫
子
市
で
は
、
民
間
業
者
が
野

鳥
の
生
息
す
る
沼
を
埋
め
立
て
て

宅
地
化
す
る
と
い
う
計
画
が
進
ん

2007 年 11 月
（第７２号） 

 
 
 
 
 

ご意見をお寄せ下さい

（連絡先） 
米子市政研究会

米子市内町 53 
TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

置
や
公
会
堂
改
修
な
ど
、
市
民
の
方

に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
そ

う
な
事
業
は
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
て

発
行
す
る
「
住
民
参
画
型
市
場
公
募

債
」
を
、
こ
の
よ
う
な
い
い
加
減

       

五
月
以
降
、
米
子
市
議
会
議
員
の

報
酬
に
つ
い
て
の
報
道
や
投
稿
が

新
聞
紙
上
に
た
び
た
び
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
有
料
化
な
ど
市
民

負
担
の
増
大
、
米
子
市
財
政
の
危
機

的
状
況
の
中
、
議
員
報
酬
を
大
幅
に

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
議
員
・

議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い

う
批
判
で
す
。
感
情
的
な
議
員
・
議

会
批
判
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
首

を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
、
決
し
て
市

民
の
利
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
十
月
二
十
四
日
に
会
派

『
未
来
』
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
員
の
役
割
と
は
何
か
、
議

員
活
動
と
報
酬
の
あ
り
方
な
ど
、
大

変
有
意
義
な
議
論
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
会
が
市
民
と
日
常
的
に

意
見
交
換
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

な
や
り
方
で
実
施
す
べ
き
で
な
い

と
、
「
未
来
」
と
し
て
、
こ
の
予
算

を
削
っ
た
修
正
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。 

      

  

市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

開
催
を
、
以
前
か
ら
議
会
の
中
で
提

案
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
会
派
の
賛

同
が
得
ら
れ
ず
に
実
現
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
議
会

に
対
す
る
働
き
か
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

         

 
 

 

 

 ※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。 

９
月
議
会
（
９
月
４
日
～
２７
）
報
告 

唐唐
突突
にに
提提
案案
ささ
れれ
たた  

「「
住住
民民
参参
画画
型型
市市
場場
公公
募募
債債
」」

「
議
員
の
役
割
と
報
酬
に
つ
い
て
」 

市
民
の
み
な
さ
ん
と 

意
見
交
換
会
を
開
催 

全議員の主な議案・陳情に対する賛否一覧 
および、一般質問の有無 

前月からの繰入れ 136,770 議員共済掛け金 191,400

議員報酬 1,320,000 所得税 42,750

　　　　　44万円×3ヶ月 国保料 177,000

カンパ 2,000 印刷費 10,794

合計 1,458,770 通信費（2回分） 236,652

資料代 5,985

活動費 174,606

中川生活費 750,000

次月繰越金 △130､417

合計 1,458,770

議員報酬会計報告 (2007年7月～9月）
（収　　　　　　入） （支　　　　　出）

25万円×3ヶ月

※カンパをお寄せいただき、ありが
とうございました。
※議員報酬会計の使途は常に公
開しています。

       

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」
は
、
中
川

健
作(

無
所
属
市
民
派)

の
議
会
報
告

で
す
。
年
４
回
、
定
例
市
議
会
（
３
、

６
、
９
、
１２
月
）
終
了
後
に
発
行
し

て
い
ま
す
。 

 

毎
号
御
希
望
の
方
に
は
無
料
で

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下

さ
い
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご

意
見
、
市
政
へ
の
提
言
等
お
寄
せ
下

さ
い
。
出
前
市
政
報
告
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
少
人
数
で
も
お
申
し
込
み

下
さ
い
。 

3(月) 13(木)

5(水) 14(金)

6(木) 17(月)

7(金) 18(火)

10(月) 20(木)

12(水) 25(火)

予算審査特別委

本会議（討論・採決）

総務企画委員会

市民福祉委員会

経済教育委員会

建設環境委員会

※中川の質問日はお問い合わせください。

１２月定例市議会の日程

※請願・陳情の締め切りは11月29日正午です。

※本会議は午前１０時、委員会は午後１時(予算審査特別委
は午前１０時）開始。自由に傍聴できます。

本会議（議案上程）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

予算審査特別委

財政の勉強会 
日時：１１月２８日（水） 
   午後７時～８時３０分 
場所：米子市公会堂２階第３集会室

 
新しい財政健全化指標で、全国ワースト２９

位と報道された米子市の財政状況について、

米子市の担当者に説明してもらいます。 

2007 年 11 月 (４)

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会　　派 氏 名 ① ② ③ ④

新 風 岩崎 康朗 ○ × × 未 来 伊藤ひろえ ○ × ○ ○ 公 明 党 原 　紀子 ○ ○ × ×

〃 竹内　英二 ○ ○ × × 〃 門脇　邦子 ○ × ○ ○ 〃 安木　達哉 ○ ○ × ×

〃 谷本　栄 ○ ○ × × 〃 中川　健作 ○ × ○ ○ 〃 安田　　篤 ○ ○ × ×

〃 中田　利幸 ○ ○ × × 〃 森　　雅幹 ○ × ○ ○ 共 産 党 岡村　英治 ○ × ○ ○

〃 中村　昌哲 ○ × × 〃 八幡　美博 ○ × ○ ○ 〃 松本　松子 ○ × ○ ○

〃 野坂　道明 ○ × × 新 政 会 尾沢　三夫 ○ × × × 明 正 会 中本　実夫 ○ × ×

〃 松田　正 ○ ○ × × 〃 藤尾　信之 ○ × × × 一院ｸﾗﾌﾞ 遠藤 　通 ○ ○ × ×

〃 吉岡　知巳 〃 松井　義夫 ○ × × × 誠　心 宮田　　誠 ○ × ×

〃 渡辺　穣爾 ○ × × 〃 矢倉　　強 × × × 創 政 会 内田　隆嗣 ○ × ×

〃 渡辺　照夫 ○ × × 公 明 党 笠谷　悦子 ○ ○ × ×

議　　長

①一般質問を行った議員（１９人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②平成19年度一般会計補正予算（最終修正案）

③子どもの心身の健全な発達を保障する給食を求める陳情　　

④「ふれあいの里」「老人憩いの家」のふろの有料化を凍結し利用料の見直しを求める陳情



水
道
工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。 

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

て
、
紺
屋
町
再
開
発
事
業
は
無
理
と

い
う
こ
と
で
、
下
水
道
整
備
に
取
り

か
か
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
織
り
込
ん
で
や
る
か
、
独
自

の
下
水
道
整
備
と
し
て
や
る
か
、
地

元
と
極
力
早
い
時
期
に
調
整
し
た

い
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。 

 

こ
の
問
題
は
十
年
以
上
も
議
会

で
取
り
上
げ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

や
っ
と
め
ど
が
つ
き
、
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。 

      
  

市
の
公
用
車
を
使
っ
て
市
立
図

書
館
か
ら
学
校
図
書
館
に
毎
日
配

本
す
る
学
校
図
書
館
支
援
は
、
米
子

方
式
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
公
用
車

を
使
っ
た
庁
内
文
書
等
の
配
送
が

民
間
委
託
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
学

校
図
書
館
支
援
が
後
退
し
な
い
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
立
図
書
館
の
人
員
体
制

の
都
合
で
、
学
校
へ
の
長
期
団
体
貸

                                                                                                 
                                                                                                               

                                                                                                        
                                                                                                     
                                                                                                           
                                                                                                               

                                                                                                 
                                                     
 
 
 
 

 
                                                                                              

書
館
司
書
資
格
を
加
え
る
な
ど
し

て
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁

で
し
た
が
、
雇
用
期
間
に
つ
い
て

は
、
「
全
庁
的
に
非
常
勤
職
員
の
雇

用
期
間
は
十
年
間
を
限
度
と
さ
れ

て
い
る
の
で
撤
廃
す
る
考
え
は
な

い
」
と
、
相
変
わ
ら
ず
否
定
的
で
し

た
。 そ

こ
で
、
全
庁
的
に
非
常
勤
職
員

の
雇
用
期
間
の
見
直
し
を
検
討
す

る
よ
う
、
総
務
部
長
に
対
し
て
強
く

求
め
て
お
き
ま
し
た
。 

        
   

来
年
四
月
か
ら
学
校
と
保
育
所

の
給
食
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す

る
た
め
に
、
事
業
者
の
受
付
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
給
食
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
不
安
が
大
き

く
、
委
託
業
者
の
選
定
は
重
要
で

す
。 ど

ち
ら
の
給
食
も
委
託
業
者
選

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す 

し
出
し
が
三
学
期
に
で
き
な
い
こ

と
に
対
し
て
、
学
校
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

 

教
育
長
の
答
弁
は
、
「
毎
日
の
配

送
な
ど
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
す
る
。
十
九
年
度
か

ら
は
長
期
団
体
貸
し
出
し
を
教
育

委
員
会
事
務
局
が
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
、
貸
し
出
し
が
で
き

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
っ
か
り

と
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   
 

米
子
市
の
学
校
図
書
職
員
は
非

常
勤
の
た
め
に
、
雇
用
期
間
が
最
長

十
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
図
書
館
専
門
家
は
、
「
学
校
図

書
司
書
は
五
年
で
や
っ
と
理
解
し
、

十
年
経
っ
て
か
ら
本
領
を
発
揮
で

き
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
市

な
ど
は
専
門
性
を
活
か
す
た
め
に

雇
用
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
ま

せ
ん
。
六
月
議
会
に
続
き
、
十
年
上

限
の
雇
用
期
間
を
撤
廃
す
る
こ
と

の
弊
害
は
何
か
、
雇
用
期
間
に
つ
い

て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
再
度
質
問
し
ま
し
た
。 

「
メ
リ
ッ
ト
は
、
単
年
度
雇
用
に

よ
り
勤
務
実
績
、
健
康
状
態
を
評
価

で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
経

験
や
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
、
今
後
の
新
規
採
用
に
当
た
っ

て
は
、
受
験
資
格
に
実
務
経
験
や
図

      

給
食
セ
ン
タ
ー
、
共
同
調
理
場
、
単

独
調
理
場
の
三
つ
に
分
割
し
て
の 

委
託
で
す
。
各
業
務
と
も
委
託
期
間

は
五
年
単
位
で
、
今
後
五
年
間
の
債

務
負
担
行
為
（
累
計
委
託
費
）
が 

      

米
子
市
は
、
来
年
四
月
か
ら
学
校

給
食
調
理
、
公
立
保
育
園
給
食
調

理
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
を
民
間
委
託
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
は
学
校

      

補
正
予
算
と
し
て
九
月
議
会
に
上

程
さ
れ
ま
し
た
。 

民
間
委
託
の
是
非
に
つ
い
て
は

議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
歩

譲
っ
て
最
終
的
に
委
託
を
是
と
し

り
替
え
れ
ば
、
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
は
生

じ
ま
せ
ん
し
、
時
間
を
か
け
て
職
種

転
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

異
動
に
伴
う
職
員
の
不
安
、
職
場
の

混
乱
に
対
し
て
十
分
な
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
会
派
「
未
来
」
と
し
て
、

表
の
よ
う
に
、
段
階
的
委
託
方
式
を

修
正
案
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
派
「
新
風
」
か
ら
も
修

正
案
が 

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
「
新

風
」
の
修
正
案
は
学
校
給
食
と
保
育

園
給
食
は
す
で
に
業
者
募
集
が
行

わ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
仕
事
に

就
い
て
い
る
人
を
分
断
す
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
の
で
あ
え
て
分
割

し
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
募
集
要
項
で
は
議
会
の
可
決
が

前
提
で
あ
る
と
明
記
し
て
あ
る
の

で
、
給
食
の
委
託
時
期
を
延
ば
し
て

も
別
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

試
算
（
概
算
）
し
た
と
こ
ろ
、「
未

来
」
案
と
当
局
案
で
は
五
年
間
で
約

六
億
三
千
万
円
、「
未
来
」
案
と
「
新

風
」
案
で
は
約
四
億
二
千
万
円
も
差

が
あ
り
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

ら
れ
、
子
ど
も
の
安
全
に
と
っ
て
重

要
な
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
さ
え

見
送
ら
れ
て
い
る
米
子
市
の
財
政

状
況
で
、
こ
の
金
額
は
大
変
大
き
い

も
の
で
す
。 

し
か
し
、
採
決
の
結
果
、
残
念
な

が
ら
「
新
風
」
の
修
正
案
が
可
決
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

   

板
護
岸
な
の
で
魚
が
棲
め
ず
、
水
草

も
生
え
ず
、
ヘ
ド
ロ
で
汚
れ
て
い
ま

す
。
石
積
み
護
岸
に
し
て
生
態
系
を

回
復
さ
せ
、
水
質
を
浄
化
す
る
た
め

に
も
、
構
想
の
実
現
に
向
け
た
努
力

が
必
要
で
す
。
県
に
対
し
て
ね
ば
り

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
、
積
極

的
取
り
組
み
を
を
求
め
ま
し
た
。

   
 

紺
屋
町
に
は
再
開
発
事
業
計
画

が
あ
り
、
そ
の
取
り
扱
い
が
決
ま
ら

な
け
れ
ば
二
重
投
資
に
な
る
の
で

下
水
道
着
手
が
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
、
三
十
年
間
放
置
さ
れ
、
旧
加

茂
川
と
中
海
の
汚
濁
源
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

再
開
発
事
業
の
結
論
を
早
く
出

し
て
下
水
道
整
備
を
急
ぐ
よ
う
に

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
受

け
、
市
は
昨
年
、
区
域
内
七
十
世
帯

に
対
し
て
「
紺
屋
町
再
開
発
事
業
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
計
画
を
中
止
あ
る
い
は
白
紙

と
し
て
再
検
討
す
べ
き
と
い
う
意

見
が
七
十
七
・
五
％
も
あ
り
ま
し

た
。
地
元
意
見
も
再
開
発
事
業
に
否

定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
、
一
刻
も
早
く
下

             
 

鳥
取
県
と
米
子
市
は
、
平
成
十
二

年
に
旧
加
茂
川
整
備
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。
住
民
参
画
に
よ
り

策
定
さ
れ
た
こ
の
構
想
は
、
自
然
や

水
環
境
な
か
ん
ず
く
生
態
系
や
生

物
多
様
性
、
景
観
や
歴
史
風
土
の
保

全
に
努
め
る
と
い
う
方
向
で
加
茂

川
と
旧
加
茂
川
を
整
備
す
る
と
い

う
、
す
ば
ら
し
い
内
容
で
す
。
こ
の

構
想
に
そ
っ
た
整
備
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
後
整
備
に
着
手
す
る
予
定

で
し
た
が
、
一
向
に
進
展
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

「
県
の
方
針
が
途
中
か
ら
変
更

に
な
り
、
旧
加
茂
川
は
改
修
済
み
で

あ
り
、
治
水
上
問
題
が
な
い
の
で
再

整
備
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

『
旧
加
茂
川
は
米
子
の
顔
で
あ

る
』
と
言
い
な
が
ら
、
現
状
は
、
矢

が
、
選
定
委
員
に
は
、
業
者
の
持
つ

衛
生
管
理
能
力
や
調
理
技
術
能
力
、

市
（
栄
養
士
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
能
力
な
ど
の
判
定
を

行
う
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
が
必

要
で
す
。
選
定
委
員
に
公
募
枠
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
専
門
的
知
識
を
持

つ
市
民
の
参
加
を
求
め
る
べ
き
で

し
た
が
、
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
公
募
し
な
か
っ
た
理
由

は
何
か
、
選
定
委
員
会
の
構
成
は
万

全
で
あ
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
た
ず

ね
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
給
食
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
選
定
基
準
に
な
っ
て
い
る

か
な
ど
、
市
民
の
不
安
に
応
え
る
た

め
に
選
定
基
準
を
明
ら
か
に
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

「
県
の
生
活
安
全
課
長
、
学
校
栄

養
職
員
、
学
校
給
食
調
理
員
な
ど
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
委
員
が
加
わ

っ
て
い
る
。
選
定
基
準
の
公
表
は
業

者
選
定
に
支
障
が
出
る
の
で
非
公

開
と
し
た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

 

ま
た
、
募
集
要
項
で
は
受
託
事
業

者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
市
が 

評
価
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門

家
に
よ
る
外
部
評
価
委
員
会
を
作 

り
、
専
門
的
視
点
で
委
託
後
の
評
価

を
行
い
、
市
民
に
公
表
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

「
専
門
家
も
入
れ
た
評
価
委
員 

会
設
立
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
」
と

い
う
教
育
長
の
答
弁
で
し
た
。 

 
 

 ※「中川健作の FAX・メール通信」を随時発行しています。御希望の方は、FAX 番号・メールアドレスをお知らせ下さい。（連絡先：FAX 23-0268 メール nakagawa@sanmedia.or.jp） 

給
食
・
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
方
法

が
大
き
な
争
点
に
な
り
ま
し
た 

当 局 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○ ○ ○ ○

分別収集 ○ ○ ○ ○ ○

実質効果額 -292,386 -158,978 -556 241,246 349,640

実質効果額累計 -292,386 -451,364 -451,920 -210,674 138,966

未 来 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○

分別収集 ○(3/4委託) ○ ○ ○

実質効果額 41,288 22,509 110,712 241,246 349,640

実質効果額累計 41,288 63,797 174,508 415,754 765,393

新 風 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○ ○ ○ ○

分別収集 ○ ○ ○

実質効果額 -190,192 -56,784 -556 241,246 349,640

実質効果額累計 -190,192 -246,976 -247,532 -6,286 343,354  

て
も
、
こ
の
度

の
委
託
の
仕
方

は
問
題
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、

来
年
度
か
ら
す

べ
て
の
業
務
を

一
度
に
民
間
委

託
す
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
各
業

務
に
就
い
て
い

た
職
員
は
一
般

事

務

職

に

回

り
、
当
面
、
そ

の
人
た
ち
の
人

件
費
プ
ラ
ス
委

託
費
の
ダ
ブ
ル

コ
ス
ト
が
生
じ

ま
す
。 

そ

れ

よ

り

は
、
退
職
で
職

員
が
減
る
数
に

対
応
し
て
順
次

民
間
委
託
に
切

９
月
議
会
各
個
質
問
報
告

旧
加
茂
川
の

環
境
改
善
に

つ
い
て 

住
民
参
画
型
川
づ
く
り 

紺
屋
町
周
辺
下
水
道
整
備

図
書
館
に 

つ
い
て 

学
校
図
書
館
支
援 

学
校
図
書
職
員
雇
用
期
間

給
食
調
理
業

務
民
間
委
託

に
つ
い
て 

選
定
委
員
会
の
構
成
と 

選
定
基
準 

(３) 2007 年 11 月  2007 年 11 月 (２)



水
道
工
事
に
着
手
す
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。 

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

て
、
紺
屋
町
再
開
発
事
業
は
無
理
と

い
う
こ
と
で
、
下
水
道
整
備
に
取
り

か
か
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
織
り
込
ん
で
や
る
か
、
独
自

の
下
水
道
整
備
と
し
て
や
る
か
、
地

元
と
極
力
早
い
時
期
に
調
整
し
た

い
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。 

 

こ
の
問
題
は
十
年
以
上
も
議
会

で
取
り
上
げ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

や
っ
と
め
ど
が
つ
き
、
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。 

      
  

市
の
公
用
車
を
使
っ
て
市
立
図

書
館
か
ら
学
校
図
書
館
に
毎
日
配

本
す
る
学
校
図
書
館
支
援
は
、
米
子

方
式
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
、
公
用
車

を
使
っ
た
庁
内
文
書
等
の
配
送
が

民
間
委
託
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
学

校
図
書
館
支
援
が
後
退
し
な
い
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
立
図
書
館
の
人
員
体
制

の
都
合
で
、
学
校
へ
の
長
期
団
体
貸

                                                                                                 
                                                                                                               

                                                                                                        
                                                                                                     
                                                                                                           
                                                                                                               

                                                                                                 
                                                     
 
 
 
 

 
                                                                                              

書
館
司
書
資
格
を
加
え
る
な
ど
し

て
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁

で
し
た
が
、
雇
用
期
間
に
つ
い
て

は
、
「
全
庁
的
に
非
常
勤
職
員
の
雇

用
期
間
は
十
年
間
を
限
度
と
さ
れ

て
い
る
の
で
撤
廃
す
る
考
え
は
な

い
」
と
、
相
変
わ
ら
ず
否
定
的
で
し

た
。 そ

こ
で
、
全
庁
的
に
非
常
勤
職
員

の
雇
用
期
間
の
見
直
し
を
検
討
す

る
よ
う
、
総
務
部
長
に
対
し
て
強
く

求
め
て
お
き
ま
し
た
。 

        
   

来
年
四
月
か
ら
学
校
と
保
育
所

の
給
食
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す

る
た
め
に
、
事
業
者
の
受
付
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
給
食
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
不
安
が
大
き

く
、
委
託
業
者
の
選
定
は
重
要
で

す
。 ど

ち
ら
の
給
食
も
委
託
業
者
選

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す 

し
出
し
が
三
学
期
に
で
き
な
い
こ

と
に
対
し
て
、
学
校
支
援
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

 

教
育
長
の
答
弁
は
、
「
毎
日
の
配

送
な
ど
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
す
る
。
十
九
年
度
か

ら
は
長
期
団
体
貸
し
出
し
を
教
育

委
員
会
事
務
局
が
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
、
貸
し
出
し
が
で
き

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
っ
か
り

と
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   
 

米
子
市
の
学
校
図
書
職
員
は
非

常
勤
の
た
め
に
、
雇
用
期
間
が
最
長

十
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
図
書
館
専
門
家
は
、
「
学
校
図

書
司
書
は
五
年
で
や
っ
と
理
解
し
、

十
年
経
っ
て
か
ら
本
領
を
発
揮
で

き
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
市

な
ど
は
専
門
性
を
活
か
す
た
め
に

雇
用
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
ま

せ
ん
。
六
月
議
会
に
続
き
、
十
年
上

限
の
雇
用
期
間
を
撤
廃
す
る
こ
と

の
弊
害
は
何
か
、
雇
用
期
間
に
つ
い

て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
再
度
質
問
し
ま
し
た
。 

「
メ
リ
ッ
ト
は
、
単
年
度
雇
用
に

よ
り
勤
務
実
績
、
健
康
状
態
を
評
価

で
き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
経

験
や
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
、
今
後
の
新
規
採
用
に
当
た
っ

て
は
、
受
験
資
格
に
実
務
経
験
や
図

      

給
食
セ
ン
タ
ー
、
共
同
調
理
場
、
単

独
調
理
場
の
三
つ
に
分
割
し
て
の 

委
託
で
す
。
各
業
務
と
も
委
託
期
間

は
五
年
単
位
で
、
今
後
五
年
間
の
債

務
負
担
行
為
（
累
計
委
託
費
）
が 

      

米
子
市
は
、
来
年
四
月
か
ら
学
校

給
食
調
理
、
公
立
保
育
園
給
食
調

理
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
を
民
間
委
託
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
は
学
校

      

補
正
予
算
と
し
て
九
月
議
会
に
上

程
さ
れ
ま
し
た
。 

民
間
委
託
の
是
非
に
つ
い
て
は

議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
歩

譲
っ
て
最
終
的
に
委
託
を
是
と
し

り
替
え
れ
ば
、
ダ
ブ
ル
コ
ス
ト
は
生

じ
ま
せ
ん
し
、
時
間
を
か
け
て
職
種

転
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

異
動
に
伴
う
職
員
の
不
安
、
職
場
の

混
乱
に
対
し
て
十
分
な
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
会
派
「
未
来
」
と
し
て
、

表
の
よ
う
に
、
段
階
的
委
託
方
式
を

修
正
案
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
派
「
新
風
」
か
ら
も
修

正
案
が 

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
「
新

風
」
の
修
正
案
は
学
校
給
食
と
保
育

園
給
食
は
す
で
に
業
者
募
集
が
行

わ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
仕
事
に

就
い
て
い
る
人
を
分
断
す
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
の
で
あ
え
て
分
割

し
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
募
集
要
項
で
は
議
会
の
可
決
が

前
提
で
あ
る
と
明
記
し
て
あ
る
の

で
、
給
食
の
委
託
時
期
を
延
ば
し
て

も
別
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

試
算
（
概
算
）
し
た
と
こ
ろ
、「
未

来
」
案
と
当
局
案
で
は
五
年
間
で
約

六
億
三
千
万
円
、「
未
来
」
案
と
「
新

風
」
案
で
は
約
四
億
二
千
万
円
も
差

が
あ
り
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

ら
れ
、
子
ど
も
の
安
全
に
と
っ
て
重

要
な
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
さ
え

見
送
ら
れ
て
い
る
米
子
市
の
財
政

状
況
で
、
こ
の
金
額
は
大
変
大
き
い

も
の
で
す
。 

し
か
し
、
採
決
の
結
果
、
残
念
な

が
ら
「
新
風
」
の
修
正
案
が
可
決
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

   

板
護
岸
な
の
で
魚
が
棲
め
ず
、
水
草

も
生
え
ず
、
ヘ
ド
ロ
で
汚
れ
て
い
ま

す
。
石
積
み
護
岸
に
し
て
生
態
系
を

回
復
さ
せ
、
水
質
を
浄
化
す
る
た
め

に
も
、
構
想
の
実
現
に
向
け
た
努
力

が
必
要
で
す
。
県
に
対
し
て
ね
ば
り

強
く
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
、
積
極

的
取
り
組
み
を
を
求
め
ま
し
た
。

   
 

紺
屋
町
に
は
再
開
発
事
業
計
画

が
あ
り
、
そ
の
取
り
扱
い
が
決
ま
ら

な
け
れ
ば
二
重
投
資
に
な
る
の
で

下
水
道
着
手
が
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
、
三
十
年
間
放
置
さ
れ
、
旧
加

茂
川
と
中
海
の
汚
濁
源
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

再
開
発
事
業
の
結
論
を
早
く
出

し
て
下
水
道
整
備
を
急
ぐ
よ
う
に

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
受

け
、
市
は
昨
年
、
区
域
内
七
十
世
帯

に
対
し
て
「
紺
屋
町
再
開
発
事
業
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
計
画
を
中
止
あ
る
い
は
白
紙

と
し
て
再
検
討
す
べ
き
と
い
う
意

見
が
七
十
七
・
五
％
も
あ
り
ま
し

た
。
地
元
意
見
も
再
開
発
事
業
に
否

定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
、
一
刻
も
早
く
下

             
 

鳥
取
県
と
米
子
市
は
、
平
成
十
二

年
に
旧
加
茂
川
整
備
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。
住
民
参
画
に
よ
り

策
定
さ
れ
た
こ
の
構
想
は
、
自
然
や

水
環
境
な
か
ん
ず
く
生
態
系
や
生

物
多
様
性
、
景
観
や
歴
史
風
土
の
保

全
に
努
め
る
と
い
う
方
向
で
加
茂

川
と
旧
加
茂
川
を
整
備
す
る
と
い

う
、
す
ば
ら
し
い
内
容
で
す
。
こ
の

構
想
に
そ
っ
た
整
備
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
後
整
備
に
着
手
す
る
予
定

で
し
た
が
、
一
向
に
進
展
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。 

「
県
の
方
針
が
途
中
か
ら
変
更

に
な
り
、
旧
加
茂
川
は
改
修
済
み
で

あ
り
、
治
水
上
問
題
が
な
い
の
で
再

整
備
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

『
旧
加
茂
川
は
米
子
の
顔
で
あ

る
』
と
言
い
な
が
ら
、
現
状
は
、
矢

が
、
選
定
委
員
に
は
、
業
者
の
持
つ

衛
生
管
理
能
力
や
調
理
技
術
能
力
、

市
（
栄
養
士
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
能
力
な
ど
の
判
定
を

行
う
た
め
に
、
専
門
的
な
知
識
が
必

要
で
す
。
選
定
委
員
に
公
募
枠
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
専
門
的
知
識
を
持

つ
市
民
の
参
加
を
求
め
る
べ
き
で

し
た
が
、
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
公
募
し
な
か
っ
た
理
由

は
何
か
、
選
定
委
員
会
の
構
成
は
万

全
で
あ
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
た
ず

ね
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
給
食
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
選
定
基
準
に
な
っ
て
い
る

か
な
ど
、
市
民
の
不
安
に
応
え
る
た

め
に
選
定
基
準
を
明
ら
か
に
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

「
県
の
生
活
安
全
課
長
、
学
校
栄

養
職
員
、
学
校
給
食
調
理
員
な
ど
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
委
員
が
加
わ

っ
て
い
る
。
選
定
基
準
の
公
表
は
業

者
選
定
に
支
障
が
出
る
の
で
非
公

開
と
し
た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

 

ま
た
、
募
集
要
項
で
は
受
託
事
業

者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
市
が 

評
価
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門

家
に
よ
る
外
部
評
価
委
員
会
を
作 

り
、
専
門
的
視
点
で
委
託
後
の
評
価

を
行
い
、
市
民
に
公
表
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

「
専
門
家
も
入
れ
た
評
価
委
員 

会
設
立
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
」
と

い
う
教
育
長
の
答
弁
で
し
た
。 
 

 

 ※「中川健作の FAX・メール通信」を随時発行しています。御希望の方は、FAX 番号・メールアドレスをお知らせ下さい。（連絡先：FAX 23-0268 メール nakagawa@sanmedia.or.jp） 

給
食
・
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
方
法

が
大
き
な
争
点
に
な
り
ま
し
た 

当 局 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○ ○ ○ ○

分別収集 ○ ○ ○ ○ ○

実質効果額 -292,386 -158,978 -556 241,246 349,640

実質効果額累計 -292,386 -451,364 -451,920 -210,674 138,966

未 来 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○

分別収集 ○(3/4委託) ○ ○ ○

実質効果額 41,288 22,509 110,712 241,246 349,640

実質効果額累計 41,288 63,797 174,508 415,754 765,393

新 風 案 （単位：千円）

H20 H21 H22 H23 H24

学校給食センター ○ ○ ○ ○ ○

共同調理場 ○ ○ ○ ○ ○

単独調理場 ○ ○ ○ ○ ○

保育所調理 ○ ○ ○ ○ ○

分別収集 ○ ○ ○

実質効果額 -190,192 -56,784 -556 241,246 349,640

実質効果額累計 -190,192 -246,976 -247,532 -6,286 343,354  

て
も
、
こ
の
度

の
委
託
の
仕
方

は
問
題
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、

来
年
度
か
ら
す

べ
て
の
業
務
を

一
度
に
民
間
委

託
す
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
各
業

務
に
就
い
て
い

た
職
員
は
一
般

事

務

職

に

回

り
、
当
面
、
そ

の
人
た
ち
の
人

件
費
プ
ラ
ス
委

託
費
の
ダ
ブ
ル

コ
ス
ト
が
生
じ

ま
す
。 

そ

れ

よ

り

は
、
退
職
で
職

員
が
減
る
数
に

対
応
し
て
順
次

民
間
委
託
に
切

９
月
議
会
各
個
質
問
報
告

旧
加
茂
川
の

環
境
改
善
に

つ
い
て 

住
民
参
画
型
川
づ
く
り 

紺
屋
町
周
辺
下
水
道
整
備

図
書
館
に 

つ
い
て 

学
校
図
書
館
支
援 

学
校
図
書
職
員
雇
用
期
間

給
食
調
理
業

務
民
間
委
託

に
つ
い
て 

選
定
委
員
会
の
構
成
と 

選
定
基
準 

(３) 2007 年 11 月  2007 年 11 月 (２)
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で
い
ま
し
た
。
当
時
の
福
嶋
市
長

は
、
市
で
二
億
円
の
市
民
債
を
発
行

し
て
沼
を
買
い
取
る
こ
と
を
決
意

し
、
市
民
の
参
加
意
識
を
高
揚
す
る

た
め
に
、
あ
え
て
利
率
を
国
債
よ
り

低
く
設
定
し
ま
し
た
。
証
券
会
社

は
、
こ
れ
で
は
売
れ
な
い
と
言
っ
て

引
き
受
け
を
断
り
ま
し
た
が
、
結
局

は
、
二
億
円
に
対
し
て
十
億
三
千
万

円
も
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
当
選

者
を
決
め
る
程
の
人
気
で
し
た
。
市

民
債
発
行
を
通
し
て
、
自
然
保
護
に

対
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
が
図
れ

た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
行
政
へ
の
市
民
参

加
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
対
象
に
発
行

す
る
の
か
、
利
率
を
い
く
ら
に
設
定

す
る
の
、
が
と
て
も
重
要
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
当
局
の
説
明
に
よ
る
と
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
を
対
象

に
し
た
の
は
、
「
他
に
適
当
な
事
業

が
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
利
率
も
国
債
よ
り
高
く
設
定

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
で

は
、
単
に
金
集
め
だ
け
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

米
子
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

      

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
案
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

費
の
一
部
と
し
て
、
五
億
円
の
「
住

民
参
画
型
市
場
公
募
債
」
を
発
行
す

る
為
の
手
数
料
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

自
治
体
が
事
業
を
行
う
場
合
、
金

融
機
関
等
か
ら
資
金
を
借
り
て
い

ま
す
が
、
最
近
、
「
住
民
参
画
型
市

場
公
募
債
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
販

売
地
域
を
限
定
し
、
そ
の
使
い
道
を

明
ら
か
に
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
資

金
調
達
を
行
う
と
こ
ろ
が
、
大
き
な

特
徴
で
す
。
対
象
事
業
、
発
行
額
、

償
還
期
間
、
利
率
等
の
発
行
条
件
を

自
治
体
が
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

が
、
満
期
一
括
償
還
が
原
則
で
す
。

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
資
金
調
達

方
法
の
多
様
化
が
図
れ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
発
行
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
住
民
の
行
政
へ
の

参
加
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
良

い
例
が
、
我
孫
子
市
の
「
オ
オ
バ
ン

あ
び
こ
市
民
債
」
で
す
。 

我
孫
子
市
で
は
、
民
間
業
者
が
野

鳥
の
生
息
す
る
沼
を
埋
め
立
て
て

宅
地
化
す
る
と
い
う
計
画
が
進
ん

2007 年 11 月
（第７２号） 

 
 
 
 
 

ご意見をお寄せ下さい

（連絡先） 
米子市政研究会

米子市内町 53 
TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

置
や
公
会
堂
改
修
な
ど
、
市
民
の
方

に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
そ

う
な
事
業
は
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
て

発
行
す
る
「
住
民
参
画
型
市
場
公
募

債
」
を
、
こ
の
よ
う
な
い
い
加
減

       

五
月
以
降
、
米
子
市
議
会
議
員
の

報
酬
に
つ
い
て
の
報
道
や
投
稿
が

新
聞
紙
上
に
た
び
た
び
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
有
料
化
な
ど
市
民

負
担
の
増
大
、
米
子
市
財
政
の
危
機

的
状
況
の
中
、
議
員
報
酬
を
大
幅
に

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
議
員
・

議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い

う
批
判
で
す
。
感
情
的
な
議
員
・
議

会
批
判
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
首

を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
、
決
し
て
市

民
の
利
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
十
月
二
十
四
日
に
会
派

『
未
来
』
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
員
の
役
割
と
は
何
か
、
議

員
活
動
と
報
酬
の
あ
り
方
な
ど
、
大

変
有
意
義
な
議
論
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
会
が
市
民
と
日
常
的
に

意
見
交
換
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

な
や
り
方
で
実
施
す
べ
き
で
な
い

と
、
「
未
来
」
と
し
て
、
こ
の
予
算

を
削
っ
た
修
正
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。 

      

  

市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会

開
催
を
、
以
前
か
ら
議
会
の
中
で
提

案
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
会
派
の
賛

同
が
得
ら
れ
ず
に
実
現
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
議
会

に
対
す
る
働
き
か
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

         

 
 

 

 

 ※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。 

９
月
議
会
（
９
月
４
日
～
２７
）
報
告 

唐唐
突突
にに
提提
案案
ささ
れれ
たた  

「「
住住
民民
参参
画画
型型
市市
場場
公公
募募
債債
」」

「
議
員
の
役
割
と
報
酬
に
つ
い
て
」 

市
民
の
み
な
さ
ん
と 

意
見
交
換
会
を
開
催 

全議員の主な議案・陳情に対する賛否一覧 
および、一般質問の有無 

前月からの繰入れ 136,770 議員共済掛け金 191,400

議員報酬 1,320,000 所得税 42,750

　　　　　44万円×3ヶ月 国保料 177,000

カンパ 2,000 印刷費 10,794

合計 1,458,770 通信費（2回分） 236,652

資料代 5,985

活動費 174,606

中川生活費 750,000

次月繰越金 △130､417

合計 1,458,770

議員報酬会計報告 (2007年7月～9月）
（収　　　　　　入） （支　　　　　出）

25万円×3ヶ月

※カンパをお寄せいただき、ありが
とうございました。
※議員報酬会計の使途は常に公
開しています。

       

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」
は
、
中
川

健
作(

無
所
属
市
民
派)

の
議
会
報
告

で
す
。
年
４
回
、
定
例
市
議
会
（
３
、

６
、
９
、
１２
月
）
終
了
後
に
発
行
し

て
い
ま
す
。 

 

毎
号
御
希
望
の
方
に
は
無
料
で

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下

さ
い
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご

意
見
、
市
政
へ
の
提
言
等
お
寄
せ
下

さ
い
。
出
前
市
政
報
告
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
少
人
数
で
も
お
申
し
込
み

下
さ
い
。 

3(月) 13(木)

5(水) 14(金)

6(木) 17(月)

7(金) 18(火)

10(月) 20(木)

12(水) 25(火)

予算審査特別委

本会議（討論・採決）

総務企画委員会

市民福祉委員会

経済教育委員会

建設環境委員会

※中川の質問日はお問い合わせください。

１２月定例市議会の日程

※請願・陳情の締め切りは11月29日正午です。

※本会議は午前１０時、委員会は午後１時(予算審査特別委
は午前１０時）開始。自由に傍聴できます。

本会議（議案上程）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

本会議（各個質問）

予算審査特別委

財政の勉強会 
日時：１１月２８日（水） 
   午後７時～８時３０分 
場所：米子市公会堂２階第３集会室

 
新しい財政健全化指標で、全国ワースト２９

位と報道された米子市の財政状況について、

米子市の担当者に説明してもらいます。 

2007 年 11 月 (４)

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ 会　　派 氏 名 ① ② ③ ④

新 風 岩崎 康朗 ○ × × 未 来 伊藤ひろえ ○ × ○ ○ 公 明 党 原 　紀子 ○ ○ × ×

〃 竹内　英二 ○ ○ × × 〃 門脇　邦子 ○ × ○ ○ 〃 安木　達哉 ○ ○ × ×

〃 谷本　栄 ○ ○ × × 〃 中川　健作 ○ × ○ ○ 〃 安田　　篤 ○ ○ × ×

〃 中田　利幸 ○ ○ × × 〃 森　　雅幹 ○ × ○ ○ 共 産 党 岡村　英治 ○ × ○ ○

〃 中村　昌哲 ○ × × 〃 八幡　美博 ○ × ○ ○ 〃 松本　松子 ○ × ○ ○

〃 野坂　道明 ○ × × 新 政 会 尾沢　三夫 ○ × × × 明 正 会 中本　実夫 ○ × ×

〃 松田　正 ○ ○ × × 〃 藤尾　信之 ○ × × × 一院ｸﾗﾌﾞ 遠藤 　通 ○ ○ × ×

〃 吉岡　知巳 〃 松井　義夫 ○ × × × 誠　心 宮田　　誠 ○ × ×

〃 渡辺　穣爾 ○ × × 〃 矢倉　　強 × × × 創 政 会 内田　隆嗣 ○ × ×

〃 渡辺　照夫 ○ × × 公 明 党 笠谷　悦子 ○ ○ × ×

議　　長

①一般質問を行った議員（１９人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②平成19年度一般会計補正予算（最終修正案）

③子どもの心身の健全な発達を保障する給食を求める陳情　　

④「ふれあいの里」「老人憩いの家」のふろの有料化を凍結し利用料の見直しを求める陳情
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